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　ダイズはわが国の伝統的に重要な食品および油料作物であるにもかかわらず 2010 年の平均単収は 162 kg 10 a-1

と停滞しており，今後の生産の振興とコストダウンを実現するためには単収レベルの向上が不可欠な課題である．

氏は，諸外国を含め従来ほとんど行われてこなかったダイズの重要な収量構成要素である花蕾，花器と莢の発達

過程およびそれら構成要素と収量との詳細な関係，その品種間差異と環境反応について，生産生態学的視点から

解析を行い，増収のために必要な形態的要因とそれを支える生態的要因を明らかにした．一連の研究成果は，ダ

イズの増収には花器分化数の増加，花器分化の多い品種特性の利用，分化，定着した花器の能力を阻害するよう

な水や温度ストレスの回避，倒伏の軽減や栽培法による花器の分化と定着を増加させる受光条件の改善が必要で

あることを定量的に明らかにしており，今後のダイズ収量の向上とその安定化に貢献するところ大である．よっ

て，作物学の発展に寄与する顕著な業績として高く評価でき，日本作物学会賞に値するものと判断した．

　研究業績の内容は以下のように要約される．

1．収量成立における花蕾の重要性および開花結実過程の停滞と同調性の解明

　ダイズの収量は莢数と密接に関係し，莢数は花蕾数と結莢率によって決まるものの，ダイズでは栄養生長と生

殖生長が並行する期間が長く，開花期間には様々な発育段階にある花器が同時に存在し，花・莢の 30～80％が

脱落することから，莢数の成立過程は複雑で，不明な点が数多く残されていた．そこで，圃場栽培したダイズを

対象に，花房の着生位置に着目して花芽分化，開花，結莢過程および収量成立過程について詳細な解析を行い，

①ダイズの収量は花蕾数の多少に大きく影響されること，②低次位花蕾数は生育初期の比較的短期間に決まり，

花器が分化を開始する生育初期の栽培条件が花蕾数の決定に重要であること，③高次位花蕾数は開花後の栄養条

件に応じた花器脱落によりシンク量を調節する役割をもつことを見出し，ダイズのシンク調節機構においては花

蕾数の増加が常に先んじて起こり，その後花器脱落により調節されることを明らかにした．さらに，花蕾数確保

には，初期生育を旺盛にして低次位花蕾数を増加させ，開花期以降も高い NAR を維持して高次位花器の分化発

育を促進させることが重要であることを指摘した．

2．開花・結莢成立過程の品種間差異

　伸育型や早晩生の異なる品種および野生種を用いて，栽培化ならびに品種改良に伴う開花・結莢特性の変化に

ついて解析し，①無限伸育型品種は有限伸育型品種に比べて節数が多く，高次位に比べて低次位の莢数（花蕾数）

に対する依存度が大きいこと，それに対し②有限伸育型品種では晩生品種ほど低次位の花蕾数が増加するため結

莢率の低下程度が大きく，高次位の莢数に対する依存度が大きいこと，を明らかにした．さらに，わが国におけ

る野生種から栽培種への馴化の過程では，i）つる性が失われ，分枝と椏枝の発達が抑制され，総節数が著しく

減少すること，ii）花蕾の分化能力が低下し，結莢率が著しく向上すること，iii）莢数は減少するものの子実が

大粒化すること，iv）小葉は大型化し，個葉の光合成速度が向上するとともに高く推移すること，を明らかにした．

3．開花・結莢への土壌水分，気温，光，栽植様式，風と降雨の影響

　ダイズの開花・結莢過程に及ぼす土壌水分欠乏の影響や最近問題になっている温暖化の影響評価にいち早く取

り組み，①水分欠乏の影響は，生育段階によって異なるものの，子実肥大期に最も感受性が高いこと，②気温の

上昇は，開花期間を 1～3 日短縮するものの，高次位花房花蕾数を減らすことにより個体当り総花蕾数が 19～31
％減少すること，さらに，③高温年には花蕾数，莢数の減少により子実収量が低下することから，登熟期平均気

温が 27～31℃の範囲では子実生産に有利に働くものの，登熟期平均気温が 31℃を超えると減収することを明確

にした．また，狭畦栽培や調位運動の活発化は，群落内部の光環境を均一化する上で有効であり，そのことによ

り複葉を伴う花房（椏枝）の発達が促進され，花蕾数と莢数ひいては収量が増加することを見出した．さらに，

10 年間栽培を継続してダイズの収量，倒伏程度と気象要因との関係を検討し，岡山県平野部における倒伏の主

たる要因は台風の接近による強風と降雨であり，倒伏の発生する時期とその後の回復程度により減収程度は大き

く変動することを実証した．
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